
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  
 
 

１１月２４日（日）午後２時 
宇治田原町総合文化センター 研修室 1 

 
 

 

エコパートナーシップうじたわらは、住民・事業者・行政が協働で「宇治田原町環境保全計画」を推進する

ため、２００４年（平成１６年）１１月２９日に設立された団体で、本年で設立２０周年を迎えます。これま

で、宇治田原町の野生生物の調査研究、自然体験ハイキング、小・中学生等の環境学習、エコクッキングや会

報誌の発行などの活動を行ってきました。 

このたび、設立２０周年の節目を祝うため、上記のとおり、「エコパートナーシップうじたわら 設立２０周

年記念集会」を開催いたします。 

記念集会では、設立後２０年間の活動を振り返りながら、「第３期宇治田原町環境基本計画」でも掲げる環

境像『～環
わ

を尊び 人と自然が未来をつくる 茶ごころのまち 宇治田原～』を目指し、今後の

活動への気持ちを新たにしていきたいと考えております。 

あわせて、下記のとおり、記念講演も開催いたしますので、ぜひ会員でない方もお気軽にお越しください。 

また、今回の記念集会をきっかけに、エコパートナー会員となっていただける方も随時募集しております。

入会をご希望の方は、当日に入会受付をいたしますので、受付窓口でお声かけください。 

 

 

●記念講演：「環境にやさしいバイオ炭を温暖化対策に役立てる」 
 

●講  師：沖森 泰行 氏（立命館大学・日本バイオ炭研究センター 客員教授） 

      国際協力機構（ＪＩＣＡ）専門家を嘱託、㈱ＫＡＮＳＯテクノス、立命館大学ＯＩＣ総合研究機構を 

経て、現在、立命館大学・日本バイオ炭研究センターの客員教授（農学博士）。バイオ炭利用、地球温暖 

化対策、森林環境に関して研究を行う。 

1998 年 6 月、日本経済新聞環境技術賞（技術開発チーム「菌根菌利用による熱帯林再生」）を受賞。 
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エコパートナーシップうじたわら 会長 芦原 昇 

 

  宇治田原のパートナーシップが立ち上がり、２０年が過ぎました。 

一口で２０年と言いますが、今回事務局がまとめてくれた２０年のあゆみの冊子を手にし、驚きました。２０年間、

ずいぶんいろいろな行事をこなしてきたことになります。重い資料であり、長い重い歴史を痛感しています。 

最初はパートナーシップという概念が今一つわからず、とまどいがありましたが、月日を重ねるうちに、従来の行

政と住民という構図では、対立するケースが多く、その中に事業者が入り、歩んできた歴史はそれぞれ違っても、環

境という一点には、同一方向を向いて活動することがだんだん、会員さんにも認識され、今ではみんなが環境という

一点にパートナーシップで集結していると、自負できるようになりました。 

活動内容は、宇治田原町環境基本計画の実働部隊で、グローバルな面では気候変動から派生する地球温暖

化防止への啓発活動だと考えています。 

２０年前と比べ、環境、特に温暖化もずいぶんと進んでいることを心配しています。節目の今年は特に高温が続

き、本当に心配が絶えません。 

過去の経験則が全く役に立たない。一例を言いますと、僕は地域の子どもたちと芋掘りを行っていますが、今年

は完全に撃沈しました。一つは例年の水やりでは、到底不足したこと。もう一つは、芋苗を覆うマルチが高温で何の

役にも立たなかったことです。 

来年以降はどうなるのでしょう。今の活動では不十分ではとの心配が胸に去来します。 

しかし、国内を見渡しても、選挙においても、環境が争点にもならない現実。また、総会でもお話しましたが、世界

の SDGｓでは、一人の不幸な人を出さないと言いながら、戦争が絶えない現実。 

自然災害を引き起こす自然には、人間の言葉は通じませんが、人間同士は言葉が通じるのです。それを放棄す

る性（さが）。 

こういう時だからこそ、地に足をつけ、「第３期宇治田原町環境基本計画」の基本理念 

１ 脱炭素化に取り組むまち（温暖化対策） 

２ ごみの削減に取り組むまち（循環型社会） 

３ 快適で暮らしやすいまち（生活環境） 

４ 豊かな自然と共生するまち（生物多様性） 

５ ともに学び行動するまち（学習・協働） 

を軸に、落ち着き、一つずつ宇治田原町の環境を良くしていくのが、２０周年を迎えたパートナー組織の使命。 

応援よろしく！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

エコパートナーシップうじたわら事務局 （宇治田原町建設環境課内）      

〒610－0289 京都府綴喜郡宇治田原町大字立川小字坂口 18-1 

TEL 0774-88-6639  FAX 0774-88-3231  E メール：junkan@town.ujitawara.lg.jp 

会報のバックナンバーをご覧いただけます 

 宇治田原町役場ＨＰ「MENU（くらし・手続き）」⇒「生活・環境」⇒「エコパートナーシップうじたわら」 

環
わ

を尊び 人と自然が未来をつくる 茶ごころのまち 宇治田原 

エコパートナーシップうじたわら賛助会員 
 

濱田プレス工藝株式会社 

宇治田原町 宇治田原工業団地管理組合 須河車体株式会社 

宇治田原町区長会 宇治田原町森林組合 宇治田原町商工会 
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